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河和南部小学校 学区の
みなさんです！

河和南部小学校　最後の運動集会（10月2日）写 真

P９にご紹介しています▶︎

　10月に開催予定でした「閉校行事」と携わる地域の方々を取材予定でしたが、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期となりました。そのため南部小学
校最後の運動会（運動集会）の様子と河和南部地区のみなさんの声を聞きました。



あいち・みはま議会だより 2021.11.1　No.168 2

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
歳
出
と

も
に
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
決
算
収
支
に
つ
い
て
は

実
質
収
支
、
単
年
度
収
支
、
実
質
単
年
度
収
支
と
も

に
黒
字
で
あ
っ
た
。
歳
入
の
状
況
に
つ
い
て
、
2
年

度
歳
入
の
3
割
弱
を
占
め
る
町
税
は
、
地
価
の
下
落

に
よ
り
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
が
年
々
減

少
し
て
お
り
、
法
人
税
収
も
企
業
業
績
に
左
右
さ
れ

る
状
況
に
あ
る
。
今
後
も
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
は

大
き
く
、
地
価
の
下
落
、
労
働
力
人
口
の
減
に
よ
る

税
収
の
減
が
予
想
さ
れ
る
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
基
準
財
政
需
要
額
の

社
会
福
祉
費
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
増
と
な
っ
た
。

ま
た
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
て
財
政
の
安
定
化

を
図
っ
た
が
、
財
政
の
厳
し
い
状
態
は
続
い
て
い

る
。

　
一
方
歳
出
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
、
体
育
館
吊

り
天
井
撤
去
工
事
、
運
動
公
園
整
備
事
業
及
び
総
合

公
園
拡
張
事
業
と
い
っ
た
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用

し
た
臨
時
的
事
業
を
除
く
経
常
的
事
業
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
費
の
増
に
よ
り
民
生
費
の
割
合
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
今
後

さ
ら
に
こ
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
今
後
、
学
校
再
編
も
含
め
、
更
新
時
期
を
迎

え
る
施
設
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の

財
源
と
合
わ
せ
持
続
可
能
で
効
率
的
な
施
設
整
備
計

画
の
検
討
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

105億6887万円どう使った？105億6887万円

総 務 費  38億4920万952円 消 防 費 5億1138万9099円 諸 支 出 費 1376万7666円
民 生 費 25億9838万7322円 公 債 費 4億8034万6164円 災 害 復 旧 費 356万8400円
教 育 費 9億9009万1662円 農林水産業費 2億9497万9410円 労 働 費 265万1777円
衛 生 費 9億7336万4573円 商 工 費 1億7142万9111円 予 備 費 0
土 木 費 5億7850万3244円 議 会 費 1億  119万6781円

令和２年度　一般会計　決算 賛成多数で認定

119億822万3000円
予算額

町が自
分
で
ま
か
な
え
た
お
金（
自
主
財
源
）40
％

町が自
分
で
ま
か
な
え
た
お
金（
自
主
財
源
）40
％

国
や
県
か
らも

らっ
たお
金（依

存財源）60％

国
や
県
か
らも

らっ
たお
金（依

存財源）60％

地方消費税交付金 4.7%地方消費税交付金 4.7%
地方譲与税ほか

2.1%
地方譲与税ほか

2.1%

総務費
36.4%
総務費
36.4%

消防費 4.8%消防費 4.8%

農林水産業費 2.8%農林水産業費 2.8%
公債費 4.5%公債費 4.5%

歳出（使いみち）

歳入（財源）

議会費ほか 1.1%
商工費 1.6%

議会費ほか 1.1%
商工費 1.6%

消防・防災に
かかったお金

町の借金返済に
かかったお金

農業・水産業に
かかったお金

健康対策、環境保全、ごみ
処理等にかかったお金

学校教育、生涯学習、
スポーツ振興等に
かかったお金

道路、公園、橋、町営
住宅等にかかったお金

高齢者・障害者福祉、
保育園、児童館、児童
手当等にかかったお金

新型コロナウイルス対策
特別定額給付金支給事業、
庁舎管理、税務事務、各種
証明書発行、選挙、バス
運行等にかかったお金

寄附金ほか 2.1%
諸収入 2.2%
繰越金 2.9%

寄附金ほか 2.1%
諸収入 2.2%
繰越金 2.9%

歳入 109億2861万4701円

歳出 105億6887万6161円

一 般 会 計

民生費
24.6%
民生費
24.6%

教育費
9.4%
教育費
9.4%

衛生費
9.2%
衛生費
9.2%

土木費
4.9%
土木費
4.9%

地方交付税
13.2%
地方交付税
13.2%

国庫支出金
29.6%
国庫支出金
29.6%

町債
5.3%
町債
5.3%

県支出金
5.1%
県支出金
5.1%

繰入金
4.2%
繰入金
4.2%

町税
28.6%
町税
28.6%

3億5973万8540円
収支差引額

美
浜
町
監
査
委
員 

審
査
意
見
書

む
す
び
よ
り
抜
粋

９月定例会において、令和２年度　
一般会計を始め７会計の歳入歳出決算
について、各委員会で、付託・審査し、
最終日に委員長報告ののち討論・採
決し、７会計ともに認定されました。

目的別歳出
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令和２年度　特別会計　決算

収益的収支における消費税及び地方消費税精算後の当年度純利益は4600万3294円。
　また、資本的収支の不足額は、過年度損益勘定留保資金1億458万4533円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額2116万4772円で補填しました。

特別会計名 予算額 歳入決定額 歳出決定額 収支差引額
国 民 健 康 保 険 23億1831万3000円 21億4808万6113円 21億2719万7364円 2088万8749円
後 期 高 齢 者 医 療 3億4120万6000円 3億4031万9985円 3億3793万5045円 238万4940円
介 護 保 険 19億2788万5000円 18億4454万1358円 17億4808万2381円 9645万8977円
土 地 取 得 1億9605万6000円 1億9577万1000円 1億9577万1000円 0
農業集落家庭排水処理施設 3176万1000円 3088万7439円 3088万7439円 0

予算額 歳入決定額 歳出決定額 収支差引額
収 益 的 収 支 収入 5億  719万6000円     5億1931万443円 4億5622万5731円 6308万4712円支出 4億9271万5000円
資 本 的 収 支 収入     1億4668万円 1億2920万3000円 2億5495万2305円 △1億2574万9305円支出 3億1696万1000円

水道事業会計　全員賛成により剰余金の処分について可決し決算を認定

資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金
当年度末残高 28億4069万3917円 960万2539円 4600万3294円

議会の議決による処分額 4600万3294円 ▲4600万3294円
利益剰余金を資本金へ組入れ 4600万3294円 ▲4600万3294円

処分後残高 960万2539円 （繰越利益剰余金）0

水道事業剰余金処分計算書

全員賛成で認定

　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済
対
策
な

ど
着
実
に
実
施
さ
れ
、
全
体

と
し
て
評
価

（
希
望
の
輪
）

石
田　
秀
夫

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
の
年
で
あ

り
、
そ
の
闘
い
は
年
度
が
替
わ
っ
た

今
な
お
続
い
て
お
り
ま
す
。
医
療
関

係
者
、
町
職
員
を
始
め
と
す
る
関
係

者
の
皆
様
の
懸
命
の
努
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
始
め

と
す
る
感
染
拡
大
防
止
へ
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計

決
算
で
す
が
、
福
祉
、
教
育
の
確
保

と
い
っ
た
住
民
生
活
に
直
結
し
た
事

業
、
公
園
整
備
な
ど
の
重
点
事
業
が

着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

国
の
交
付
金
等
の
活
用
、
感
染
予
防

対
策
、
打
撃
を
受
け
た
事
業
所
、
生

活
困
窮
者
へ
の
支
援
、
地
域
商
品
券

等
の
発
行
等
に
よ
る
経
済
対
策
な

ど
、
全
体
と
し
て
評
価
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

賛　
成

　
　
　
　
　
　
　

知
多
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
、

奥
田
駅
前
運
動
公
園
事
業
、

総
合
公
園
拡
張
事
業
の
問
題

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）山

本　
辰
見

　
知
多
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
、
知

多
地
方
の
５
市
５
町
だ
け
３
年
間
、

引
き
続
き
整
理
機
構
を
残
し
ま
し

た
。
解
散
し
町
民
目
線
で
心
の
通
っ

た
温
か
い
姿
勢
で
の
徴
収
事
務
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
奥
田
駅
前
・
美
浜
町
運
動
公
園
整

備
事
業
は
、
町
民
か
ら
の
意
見
の
多

く
が
、
利
用
率
が
当
局
の
説
明
の
よ

う
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
将
来
の
財

政
負
担
、
町
民
負
担
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
。

　

総
合
公
園
グ
ラ
ン
ド
拡
張
事
業

は
、
土
壌
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り

野
球
場
建
設
計
画
は
め
ど
が
立
っ
て

い
な
い
の
に
、
お
か
し
な
形
で
事
業

だ
け
は
続
け
る
。
町
民
が
望
ん
で
い

な
い
計
画
、
町
民
負
担
が
広
が
る
よ

う
な
施
策
は
さ
ら
に
町
民
の
意
見
を

聞
き
入
れ
検
討
し
な
お
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し

て
、
反
対
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

反　
対

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度    

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
討
論

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
討
論

　
　
　
　
　
　
　

本
町
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

が
実
行
さ
れ
、
大
い
に
評
価

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
）

野
田　
増
男

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
一

般
会
計
総
額
１
０
０
億
円
超
え
の
異

例
な
決
算
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
関
連

事
業
で
は
、
一
人
10
万
円
の
支
給
、

公
共
施
設
や
学
校
へ
の
感
染
防
止
用

品
整
備
な
ど
の
対
策
事
業
が
行
わ

れ
、
コ
ロ
ナ
関
連
以
外
で
は
、
運
動

公
園
敷
地
の
造
成
、
小
中
学
校
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
、
病
後
児
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ー
ト
、
農
業
の
次

世
代
人
材
力
投
資
、
漁
港
の
長
寿
命

化
計
画
の
策
定
、
異
文
化
交
流
、
図

書
館
の
指
定
管
理
制
度
導
入
、
さ
ら

に
、
組
合
に
よ
る
火
葬
場
の
建
設
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
様
に
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
も
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
必
要

な
環
境
や
公
園
整
備
、
子
育
て
や
福

祉
に
配
慮
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
の
施
策
や
計
画
策
定

な
ど
、
今
後
本
町
が
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
が
、
着
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
大
い
に
評
価
し
賛
成
す
る
。

賛　
成

定
例
会
最
終
日
に
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
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町
長
提
出
議
案

損
害
賠
償
の
額
及
び
和
解

　
令
和
３
年
８
月
10
日
に
、
美
浜

町
総
合
公
園
の
駐
車
場
で
町
会
計

年
度
任
用
職
員
が
草
刈
り
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
跳
ね
た
石
が
駐
車

中
の
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
当

た
り
、
ガ
ラ
ス
の
破
損
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
町
が
相
手
方
に
対
し
本
事
故
に

関
す
る
賠
償
金
を
負
担
し
ま
す
。

損
害
賠
償
の
額

９
万
９
２
７
５
円

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

全
員
賛
成
で
可
決

　
任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委
員

の
任
命
で
す
。

任
期

　
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

　
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で

ス
ク
ー
ル
バ
ス
物
品
売
買
契

約
の
締
結

全
員
賛
成
で
可
決

契
約
金
額

　
１
５
９
２
万
７
３
８
０
円

契
約
相
手

　
名
古
屋
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

武
豊
店

契
約
概
要

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
河
和
小
学

校
と
河
和
南
部
小
学
校
の
統
合
に

よ
り
、
河
和
南
部
学
区
に
居
住
す

る
児
童
の
通
学
の
た
め
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
２
台
を
購
入
す
る
。

移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

物
品
売
買
契
約
の
締
結

全
員
賛
成
で
可
決

契
約
金
額

８
２
０
万
５
０
０
円

契
約
相
手

　
デ
グ
チ
ス
ポ
ー
ツ

契
約
概
要

　
平
成
４
年
の
総
合
公
園
体
育
館

開
館
当
時
か
ら
使
用
し
て
い
る
移

動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
老
朽

化
に
よ
り
、
新
た
に
移
動
式
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
一
組
購
入
す
る
。

専
決
処
分
の
報
告

人
事
案
件
・
選
任
等
の
同
意

契
約
議
決

令
和
３
年
第
３
回

９
月
定
例
会

�

※
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
11
月
下
旬
頃
、
町
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
と
し
て
掲
載
予
定
で
す
。

　
（
議
案
の
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

︽  
審

議

日

程
︾

  7日　開会、提案
　　　・上程議案18件の提案説明
  9日　町政に対する一般質問【通告議員５人登壇】
10日　町政に対する一般質問【通告議員３人登壇】
14日　質疑・委員会審査付託
　　　・選任同意１件に同意
　　　・契約案件２件を可決
　　　・規約の変更、条例の一部改正、補正予算、決算認定、追加上程議
　　　　案の質疑
　　　・各常任委員会へ審査付託15件
　　　　※うち２件は両委員会へ分割付託
　　　・議員発議の意見書２件の提案、質疑・討論・採決
　　　〔休会中の常任委員会開催〕
　　　15日　総務産業常任委員会　付託された９議案を審査・採決
　　　16日　文教厚生常任委員会　付託された８議案を審査・採決
22日　委員長報告・質疑・討論・採決、閉会
　　　・議員派遣の件を議決
　　　・閉会中の継続審査事件を定めて閉会

再任
齋藤　正吉さん
（豊丘在住）

専
決
処
分
と
は
？

　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、「
町
長
が

専
決
処
分
で
き
る
事
項
」
は
議

会
の
議
決
に
よ
り
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
が
当
事
者
で
あ
る
和
解
及

び
調
停
の
目
的
価
格
や
損
害
賠

償
の
額
が
50
万
円
未
満
の
場
合

は
、
専
決
処
分
後
に
議
会
へ
の

事
後
報
告
の
み
と
な
り
ま
す
。

50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
和

解
前
に
議
会
の
議
決
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
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知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
の
新

ご
み
処
理
施
設
の
供
用
開
始
及
び

同
年
１
月
か
ら
の
試
運
転
開
始
に

伴
い
、
主
に
事
務
所
の
所
在
地
を

武
豊
町
字
一
号
地
11
番
地
37
に
変

更
、
施
設
の
管
理
及
び
組
合
の
運

営
に
か
か
る
経
費
の
構
成
市
町
に

お
け
る
分
担
を
、
前
年
度
９
月
末

に
お
け
る
前
１
年
間
の
家
庭
系
ご

み
の
新
施
設
へ
の
搬
入
量
に
よ
り

案
分
す
る
搬
入
量
割
に
変
更
す
る

も
の
で
す
。

施
行
日

　
令
和
４
年
４
月
１
日（
供
用
開
始
）

　
令
和
４
年
１
月
４
日（
試
運
転
分
）

知
多
南
部
衛
生
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
令
和
４
年
１
月
４
日
か
ら
の
知

多
南
部
広
域
環
境
組
合
が
設
置
す

る
ご
み
処
理
施
設
の
試
験
運
転
中

の
共
同
処
理
事
務
が
、
知
多
南
部

衛
生
組
合
の
事
務
と
重
複
し
な
い

よ
う
除
外
規
定
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

施
行
日　
令
和
４
年
１
月
４
日

美
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
部
分

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

　
本
会
議
４
日
目
、
本
町
議
会
へ

陳
情
の
あ
っ
た
案
件
に
つ
い
て
、

議
員
発
議
で
２
件
の
意
見
書
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
・
討
論
の
後
、
即
日
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者
に
つ
い
て

　

２
件
と
も
全
会
派
賛
同
に
よ
り
、

議
会
運
営
委
員
会
と
し
て
、
提
案

し
ま
し
た
。

代
表
提
出
者　
大
岩　
靖

提
出
者

　
森
川　
元
晴
、
山
本　
辰
見

　
中
須
賀　
敬
、
野
田　
増
男

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

趣
旨

　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
確
保

の
た
め
に
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
庫

負
担
率
２
分
の
１
へ
の
復
元
に
向

け
て
、
十
分
な
教
育
予
算
を
確
保

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

文
部
科
学
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

趣
旨

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
、
変
異
株
の
猛
威
も
加
わ

り
、
我
が
国
の
各
方
面
に
甚
大
な

経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
国
民
生
活
へ
の
不
安
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
地
方

財
政
は
、
来
年
度
に
お
い
て
も
巨

額
な
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

も
と
よ
り
、
地
方
創
生
、
雇
用
対

策
、
防
災
・
減
災
対
策
、
デ
ジ
タ
ル

化
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
と
も

に
、
財
政
需
要
増
嵩
が
見
込
ま
れ

る
社
会
保
障
等
へ
の
対
応
に
迫
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
地
方

税
財
源
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
令
和
４
年
度
地
方
財
政
対

策
及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

地
方
税
財
源
の
充
実
を
確
実
に
実

現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、

経
済
再
生
担
当
大
臣

条
例
の
一
部
改
正

意
見
書

契
約
議
決
と
は
？

　

町
条
例
で
定
め
た
額
を
超
え

る
場
合
に
、
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
予
定
価
格
５
千
万
円
以
上
の

工
事
又
は
製
造
請
負
に
係
る
契

約
締
結
。

②
財
産
の
取
得
又
は
処
分
は
、

予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の

不
動
産
・
動
産
の
買
入
れ
・
売

払
い
（
土
地
に
つ
い
て
は
１
件

５
千
㎡
以
上
の
も
の
）
又
は
不

動
産
の
信
託
の
受
益
権
の
買
入

れ
・
売
払
い
。

規
約
の
変
更

意
見
書
と
は
？

　

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
会
と
し
て
の
意

思
を
関
係
機
関
あ
て
に
意
見
と

し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
。

議
員
が
発
案
し
て
本
会
議
に
は

か
り
、
審
議
の
結
果
、
議
決
さ

れ
た
場
合
、
議
長
名
で
関
係
機

関
等
に
提
出
し
ま
す
。
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　提案された補正予算５件【一般会計（第４号）、土地取得特別会計（第１
号）、介護保険特別会計（第２号）、農業集落家庭排水処理施設特別会計（第
１号）、一般会計（第５号）】を各常任委員会に付託・審査し、最終日に委員
長報告ののち、討論・採決し、５件とも全員賛成により可決しました。

９ 月
補 正 予 算

歳　　　入 補　正　額
地方特例交付金           380万9千円
地 方 交 付 税    2億6816万9千円
国 庫 支 出 金 衛生費国庫補助金           929万6千円

土木費国庫補助金             61万9千円
県 支 出 金 農林水産業費県補助金           210万円

繰 入 金
介護保険特別会計繰入金         2571万9千円
財政調整基金繰入金 ▲1億5000万円
都市計画事業基金繰入金    1億2484万8千円

繰 越 金    2億8136万3千円
諸 収 入 雑入         1996万1千円
町 債 土木債    3億7420万円
土 木 債 臨時財政対策債    1億3640万円

歳　　　出 補　正　額
総 務 費 基金積立事業※①　他    3億6554万9千円
民 生 費 障害福祉サービス事業※②　他           683万6千円
衛 生 費 健康診査事業他※③           716万1千円

新型コロナウイルスワクチン接種事業※④           511万8千円
農林水産業費 農業用施設維持修繕事業※⑤　他           760万4千円

土 木 費
道路新設改良単独事業※⑥　他    1億8691万5千円
都市公園整備事業※⑦    4億9904万8千円
住宅管理事業※⑧         1500万円

教 育 費 社会教育推進事業※⑨　他           325万3千円
繰　越　明　許　費　補　正　（追　加）

款 項 事業名 金　額
８土木費５都市計画費 都市公園整備事業 9億円

地　方　債　補　正
【変更】事業名 補正前限度額 補正後限度額
公園整備事業債 1億8820万円 5億6240万円
臨時財政対策債 3億5000万円 4億8640万円

一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出それぞれ10億9648万4千円を追加し、補正後の予算総額は89億8946万2千円となりました。

※一般会計補正の主な内容
①�財政調整基金、公共施設整備

基金、都市計画事業基金の積
立

②�障害者支援負担金過年度返還
金

③�健康管理システム変更登録委
託料等

④�新型コロナウイルスワクチン
接種に係る予約システム委託
料、工事請負費、報酬など

⑤�農業用ため池（道土地）補修
工事

⑥�道路用地等土地購入費
⑦�運動公園整備事業委託（スタ

ンド建設工事）
⑧�町営住宅修復工事
⑨�河和南部文化交流館改修工事

（トイレ改修）

全員賛成で可決

歳　　入 補　正　額 歳　　出 補　正　額
繰入金 財政調整基金繰入金 49万円 総務費 行政管理事業 49万円

一般会計補正予算（第５号）追加上程
　歳入歳出それぞれ49万円を追加し、補正後の予算総額は89億8995万2千円となりました。

全員賛成で可決

歳　　入 補　正　額 歳　　出 補　正　額
繰入金（一般会計繰入金） 77万円 事 業 費 77万円

農業集落家庭排水処理施設特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ77万円を追加し、補正後の予算総額は2820万1千円となりました。

内容：中継ポンプ場制御盤、
ばっ気ブロア修繕

全員賛成で可決

歳　　入 補　正　額 歳　　出 補　正　額
財 産 収 入 1億8236万円 諸 支 出 金 1億8236万円

土地取得特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ1億8236万円を追加し、補正後の予算総額は１億9236万5千円となりました。

内容：土地開発基金償還金

全員賛成で可決

歳　　入 補　正　額 歳　　出 補　正　額
繰 越 金 9645万8千円 基 金 積 立 金 5113万9千円

諸 支 出 金 4531万9千円

介護保険特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ9645万8千円を追加し、補正後の予算総額は19億5655万4千円となりました。

内容：介護給付費準備基金積立、
過年度返還金（国、県）

全員賛成で可決
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15
日（
水
）午
前
９
時
開
会
。

　
７
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議
案

９
件
を
審
議
・
採
決
。

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

�　

�　

火
災
共
済
給
付
金
１
４
１
０

　

�

万
円
と
入
居
者
損
害
賠
償
金
90
万

　

�

円
は
、
町
営
住
宅
の
火
災
に
よ
る

町
営
住
宅
改
修
工
事
１
５
０
０
万

円
に
対
す
る
歳
入
か
。
ま
た
、
火

災
に
よ
る
町
営
住
宅
改
修
工
事
の

費
用
は
、
火
災
保
険
（
火
災
共
済

給
付
金
）
で
の
不
足
分
を
、
入
居

者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
か
。

�　
�　

町
営
住
宅
改
修
工
事
は
、
５
月

５
日
に
火
災
が
発
生
し
た
部
屋
を

元
の
状
態
に
す
る
工
事
で
、
火
災

保
険
を
掛
け
て
お
り
、
94
％
は
保

険
か
ら
支
払
わ
れ
る
が
、
６
％
は

本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
原
因
者

負
担
の
原
則
に
よ
り
、
今
回
は
、

保
険
で
給
付
さ
れ
る
以
外
を
、
保

証
人
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

�　

�　
法
律
相
談
顧
問
事
務
委
託
料
は
、

年
間
の
相
談
件
数
に
よ
っ
て
変
化

す
る
も
の
か
。
ま
た
、
基
本
的
な

契
約
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

�　

�　
令
和
２
年
度
は
、
弁
護
士
が
変

わ
り
、
委
託
料
は
、
そ
の
弁
護
士

と
の
や
り
取
り
で
決
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
契
約
の
内
容
は
、
相

談
業
務
の
み
で
す
。

�　

�　
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
の
成

果
と
布
土
地
区
の
枯
れ
松
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

�　

�　
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
は
、

年
１
回
小
野
浦
海
岸
の
松
24
本
を

対
象
と
し
た
松
く
い
虫
防
除
で
、

樹
幹
注
入
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。
散
布
で
の
効
果
は
７
割
程
度

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
樹
幹
注
入

は
９
割
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
、
松
が
枯
れ
た
と
は
聞
い
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
布
土
地
区
の

枯
れ
松
17
本
は
、
林
業
総
務
事
務

の
松
林
整
備
工
事
の
中
で
伐
倒
の

実
施
を
し
ま
し
た
。

�　

�　
都
市
下
水
路
改
良
工
事
は
、
川

田
下
水
路
に
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
し
た
工
事
か
。
ま
た 

、
そ
の

効
果
は
。

�　

�　
平
成
29
年
度
に
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

を
３
基
設
置
し
、
令
和
２
年
度
に

は
６
期
設
置
し
２
段
に
積
み
ま
し

た
。
増
設
し
た
こ
と
で
浜
か
ら
の

砂
の
付
き
が
減
少
し
、
下
水
の
流

れ
は
良
好
な
状
態
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

令
和
２
年
度
美
浜
町
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定

�　

�　
老
朽
管
の
敷
設
替
え
は
、
耐
震

化
と
は
別
か
。

�　

�　
布
設
替
工
事
で
は
耐
震
管
へ
の

布
設
替
を
施
工
し
て
い
ま
す
。
主

に
管
の
直
径
２
０
０
㎜
以
上
を
耐

震
管
に
布
設
替
え
し
て
い
ま
す
が
、

75
㎜
程
度
に
つ
い
て
も
耐
震
管
に

布
設
替
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ル
ト
の
緩
み
や
塩
ビ
管
の
破
裂

な
ど
も
耐
震
化
の
部
材
に
交
換
し

て
い
ま
す
。

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会

Ｑ

ＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最
終
日
22
日（
水
）に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
質
疑
・
討
論
の

後
、
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

松
く
い
虫
防
除
の
薬
剤
注
入

耐
震
管
に
順
次
交
換
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

16
日（
木
）午
前
９
時
開
会
。

　
６
名
出
席
の
も
と
付
託
議
案
８
件

を
審
議
・
採
決
。

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
規
約

の
変
更

�　

�　
知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

ご
み
焼
却
炉
試
験
運
転
期
間
の
来

年
１
月
か
ら
３
月
に
つ
い
て
、
知

多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
焼
却
炉
は
、
そ
の
間
も
稼
働
す

る
の
か
。

�　

�　
来
年
１
月
か
ら
３
月
の
間
、
知

多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
焼
却
炉
は
、
試
験
運
転
と
し
て

稼
働
し
ま
す
。
ま
た
、
知
多
南
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却

炉
に
つ
い
て
は
、
来
年
１
月
よ
り

廃
炉
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
た
め
、

稼
働
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
知

多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ま
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
は
、

知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
に

運
ん
で
処
理
を
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

�　

�　
図
書
館
改
修
工
事
で
、
２
９
５

　

�

万
５
千
円
の
減
額
補
正
を
し
て
い

る
が
、
改
修
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
の
か
。

�　

�　
４
月
の
補
正
予
算
で
認
め
て
い

た
だ
い
た
図
書
館
の
エ
ア
コ
ン
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
入
札
残
が

発
生
し
た
た
め
減
額
補
正
を
し
ま

し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

�　

�　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事

業
に
つ
い
て
、
何
名
が
利
用
し
た

の
か
。

�　

�　
４
２
９
名
が
申
請
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
し
て
い
て
も
利
用

さ
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。

�　
�　

老
人
福
祉
電
話
及
び
緊
急
通
報

装
置
貸
与
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

内
容
、
対
象
者
及
び
補
助
内
容
は
。

�　

�　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

を
対
象
に
、
福
祉
電
話
と
緊
急
通

報
装
置
を
貸
し
出
す
事
業
で
、
緊

急
通
報
装
置
は
登
録
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
緊

急
連
絡
先
に
連
絡
が
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
補
助
内
容
に
つ
い
て
は
、

基
本
料
金
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。 �　

�　
小
中
学
校
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

�　

�　
小
中
学
生
に
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
学
校
で
使
え
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
、
同
時
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
す
る
た
め
、
高
速
で
通

信
で
き
る
環
境
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
保

管
庫
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

�　

�　
図
書
館
費
の
指
定
管
理
委
託
料

の
内
容
は
。
ま
た
、
図
書
館
改
修

工
事
で
空
調
機
の
改
修
工
事
を
町

が
実
施
し
て
い
る
が
、
指
定
管
理

者
の
負
担
で
は
な
い
か
。

�　

�　
指
定
管
理
の
内
容
は
、
図
書
館

の
運
営
及
び
管
理
で
、
町
は
委
託

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模

な
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
町
が

実
施
す
る
こ
と
で
指
定
管
理
契
約

を
結
ん
で
い
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱ

Ａ

来
年
１
月
か
ら
試
運
転
開
始

知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー

（
西
側
か
ら
空
撮
９
月
18
日
）

常
任
委
員
会
と
は
？

　

町
が
扱
う
事
務
は
広
範
囲

で
専
門
的
な
た
め
、
部
門
別

に
委
員
会
を
設
け
、
分
科
的

に
調
査
・
審
査
す
る
こ
と
が

最
も
合
理
的
・
効
率
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
議
会
で
は
、
総
務
産
業
、

文
教
厚
生
の
２
つ
の
常
任
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
員
は
、
条
例
に
よ
っ
て
、

い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
属
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
所

管
部
門
の
事
務
に
関
す
る
調

査
や
付
託
さ
れ
た
議
案
、
請

願
・
陳
情
等
を
審
査
し
て
い

ま
す
。

一
人
に
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
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ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
？　
美
浜
町
に
望
む
こ
と
は
？

ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
？　
美
浜
町
に
望
む
こ
と
は
？

付　託　さ　れ　た　議　案 付託委員会 委員会採決結果 質疑
知多南部広域環境組合規約の変更について 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 あり
知多南部衛生組合規約の変更について 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 なし
美浜町税条例の一部を改正する条例について 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし

令
和
３
年
度
補
正
予
算

美浜町一般会計補正予算（第４号）
総務産業 全員賛成 ・ 可決 あり
文教厚生 全員賛成 ・ 可決 あり

美浜町介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 全員賛成 ・ 可決 なし
美浜町土地取得特別会計補正予算（第１号） 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし
美浜町農業集落家庭排水処理施設特別会計補正予算（第１号） 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし
美浜町一般会計補正予算（第５号） 総務産業 全員賛成 ・ 可決 なし

令
和
２
年
度
決
算
認
定

美浜町一般会計
総務産業 賛成多数 ・ 認定 あり
文教厚生 全員賛成 ・ 認定 あり

美浜町国民健康保険特別会計 文教厚生 全員賛成 ・ 認定 なし
美浜町後期高齢者医療特別会計 文教厚生 全員賛成 ・ 認定 なし
美浜町介護保険特別会計 文教厚生 全員賛成 ・ 認定 なし
美浜町土地取得特別会計 総務産業 全員賛成 ・ 認定 なし
美浜町農業集落家庭排水処理施設特別会計 総務産業 全員賛成 ・ 認定 なし
美浜町水道事業会計（剰余金の処分及び決算の認定） 総務産業 全員賛成・可決及び認定 あり

河
和
南
部
小
学
校 

学
区
の
み
な
さ
ん

常 任 委 員 会 の 審 査 結 果

　
親
か
ら
４
代
そ
ろ
っ
て
河
和
南
部
小
学
校
を

卒
業
し
て
い
ま
す
。
過
疎
化
の
た
め
再
編
は
仕

方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
や
ま
も
も
学

級
（
地
域
の
文
化
を
地
域
の
人
が
教
え
る
授
業
）

が
無
く
な
る
の
は
残
念
で
す
。
今
後
も
地
域
の

人
が
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
時
間
を
作
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

河和南部小学校　昭和34年卒業
澤田　光子 さん

　
河
和
南
部
地
区
の
良
さ
は
、
地
域
の
人
々
の
つ

な
が
り
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
現
役

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
Ｏ
Ｂ
の
方
と
な
る
「
オ
ヤ
ジ
の
会
」
が

協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
オ
ヤ
ジ
の
会
は
運
動

会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
学
区
行
事
に
も
参
加
、
協

力
し
、
災
害
時
に
も
助
け
合
い
協
力
し
あ
え
る
関

係
を
築
い
て
い
く
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
人
の
触
れ
合
い
の
場
と
な
る
よ

う
に
河
和
南
部
学
区
な
ら
で
は
の
行
事
を
何
か
残

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

河和南部小学校PTA副会長・
オヤジの会

河崎　永禎 さん

　

美
浜
町
は
、
美
し
い
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る

町
で
す
。
河
和
南
部
小
学
校
で
は
、
春
は
近
く

の
海
岸
で
潮
干
狩
り
、
秋
は
学
区
の
農
場
で
芋

掘
り
や
み
か
ん
狩
り
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
河
和
南
部
小
学
校
は
、
あ
と
六
か
月

で
閉
校
に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い

海
や
山
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

河和南部小学校　６年生
斉藤　里彩 さん
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あなたも議会を傍聴しませんか？あなたも議会を傍聴しませんか？
令和３年12月定例会の開催予定

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍
聴することができます。また、全員協議会及
び各委員会は、議長等の許可があれば傍聴す
ることができます。
　一般質問の開催日においては、別室で議会
中継を見ることができます。
　傍聴される際には、新型コロナウイルス感
染症対策にご協力ください。
　※�議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必

要な方はお手数ですが２週間前までにご
相談ください。

【121ch】 午前９時から
12月18日(土) ・12月21日(火)

☆お問い合わせ先☆
美浜町役場 議会事務局

TEL 82-1111（内線285・286）

ケーブルテレビ（CCNC）放送予定 

日 月 火 水 木 金 土
5 6 7 8 9 10 11

本会議
開会
提案

（休会）
本会議
一般質問
１日目

本会議
一般質問
２日目

（休会）

12 13 14 15 16 17 18

（休会） （休会）
本会議
質疑・

委員会付託

（休会）
総務産業
常任委員会

（休会）
文教厚生
常任委員会

（休会） （休会）

19 20 21 22 23 24 25

（休会） （休会）
本会議

討論・採決
閉会

　９月14日（火）、 スポーツを軸とした地方創生を手
がける「みらい株式会社」の中村健太さんを講師に迎
え、運動公園整備促進検討特別委員会勉強会が開催さ
れました。
　スポーツを通じて、健康、教育、経済を連動させ、
地域の課題解決ができることなど、スポーツ産業化が
進んでいる海外の事例などをあげて説明されました。
　駅前、空港が近い、海、自然など、美浜町の利点を
あげ、建設中の陸上競技場、運動公園に大きな可能性
があることや今後運営を考えていく
のにあたり、まずはビジョンを持つ
ことが大切だと話されました。

勉強しました！

ビジョンを持って運動公園の運営を！

　

美
浜
町
議
会
で
は
、
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た

こ
と
を
正
確
に
住
民
の
方
に
お
伝
え
し
、
ま
た

住
民
の
方
の
声
を
町
政
に
届
け
る
た
め
、
美
浜

町
議
会
基
本
条
例
の
年
度
内
制
定
に
向
け
て
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
美
浜
町
議
会
基
本
条
例
（
案
）

に
つ
い
て
、
住
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
い
た
だ
く
た
め
、
左
記
の
期
間
等
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

�

令
和
３
年
11
月
１
日（
月
）か
ら
11
月
15
日（
月
）

ま
で

縦
覧
場
所

　
美
浜
町
役
場
３
階　
議
会
事
務
局　
及
び

　
美
浜
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ご
意
見
等
の
提
出
先

　
美
浜
町
役
場
３
階　
議
会
事
務
局

　
フ
ァ
ッ
ク
ス　
０
５
６
９
ー
８
２
ー
４
５
５
５

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikaiji@
tow

n.aichi-m
iham

a.lg.jp　

※
提
出
方
法
は
、
文
書
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
間　
11
月
16
日（
火
）ま
で

問
い
合
わ
せ　
議
会
事
務
局

いずれも午前９時から　美浜町役場３階
＜ 日程は告示日11月29日に確定します>

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
実
施

コ
メ
ン
ト
を
実
施
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損
害
賠
償
の
額
及
び
和
解

　
布
土
地
内
の
町
道
に
お
い
て
、

公
用
車
が
町
道
隣
接
地
の
カ
ー

ポ
ー
ト
に
接
触
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
町
が
相
手
方
に
対
し
一
切
の
賠

償
金
を
負
担
し
ま
し
た
。

損
害
賠
償
の
額

20
万
３
１
０
円

美
浜
町
手
数
料
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成
で
可
決

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
及
び
個
人
番
号
利
用
事

務
の
廃
止
に
伴
う
引
用
規
定
等
の

改
正

施
行
日

　
令
和
３
年
９
月
１
日

専
決
処
分
の
報
告

条
例
の
一
部
改
正

審

議

結

果

会　　　派　　　名
日　本
共産党
議員団

希望の輪 チャレンジ MIHAMA

山
本　
辰
見

鈴
木
美
代
子

森
川　
元
晴

石
田　
秀
夫

杉
浦　
　
剛

廣
澤　
　
毅

大
嵜　
暁
美

中
須
賀　
敬

※
横
田　
貴
次

荒
井　
勝
彦

大
岩　
　
靖

横
田　
全
博

野
田　
増
男

丸
田　
博
雅議　　　案　　　件　　　名

町
長
提
出
議
案
３
件

専決処分事項の報告について（損害賠償の額
及び和解） － － － － － － － － －

－

－ － － － －

美浜町手数料条例等の一部を改正する条例に
ついて

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度美浜町一般会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　×は反対 　「欠」は欠席 
※横田　貴次 議長は採決に加わりません。

令和３年　第４回臨時会　（７月20日）

　専決処分事項の承認報告1件、条例改正1
件、補正予算1件が提案され、委員会付託を
省略し、即日審議・採決が行われました。

補 正 予 算

歳　　　　　入 補　正　額

国 庫 支 出 金
衛生費国庫補助金  　　　224万7千円

総務費委託金           200万円

財 産 収 入 不動産売払収入　※① 　     2599万8千円

繰 入 金 財政調整基金繰入金      ▲1981万6千円

歳　　　　　出 補　正　額

総 務 費 町税過誤納還付金  　　　618万2千円

衛 生 費 新型コロナウイルスワクチン接種
事業　※②  　　　224万7千円

消 防 費 災害対策事業　※③           200万円

一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ1042万9千円を追加し、補正後の予算総額は78億9297万8千円となりました。

※主な内容
①�山王川拡幅工事のため、元

公園用地（奥田前地区）の
愛知県への売却代

②�高齢者接種を前倒しして実
施するための協力金やシス
テム委託料等

③�自主防災組織（上野間区）
の活動支援のための防災無
線、防災倉庫、防災マップ
策定費等

全員賛成で可決



あいち・みはま議会だより 2021.11.1　No.168 12

町政に対する一般質問町政に対する一般質問 令和３年９月９日令和３年９月９日美浜町議会美浜町議会
	

陸上競技場の運営についての計画は

令和６年度供用開始に向け日本福祉大学と
共同で準備室を設置し協議します 中須賀　敬

問　
陸
上
競
技
場
の
運
営
に
つ
い

て
の
内
容
と
計
画
は
。

町
長　
美
浜
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運

営
検
討
会
議
に
お
い
て
、
令
和
６

年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
作
業

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
検
討
を

進
め
ま
す
。

問　
日
本
福
祉
大
学
と
の
連
携
及

び
協
議
に
つ
い
て
は
。

町
長　
試
合
や
大
会
の
開
催
、
住

民
に
向
け
て
の
健
康
教
室
、
誘
致

を
目
指
す
パ
ラ
陸
上
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
始
め
と
す
る
大
学
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
新
た
な
取
り
組
み

の
洗
い
出
し
、
実
行
す
る
た
め
の

組
織
形
態
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
学
と
共
同
で
準
備

室
を
設
置
し
、
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
今
年
５
月
で
造
成
工
事
が

ほ
ぼ
完
了
し
、
８
月
末
で
町
道
の

付
け
替
え
工
事
も
完
了
し
ま
し
た

の
で
、
今
年
度
内
に
は
、
陸
上
競

技
場
ス
タ
ン
ド
の
建
築
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

問　
何
か
新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
。

町
長　
風
向
き
に
応
じ
て
競
技
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
逆
走
レ
ー

ン
を
整
備
し
、
好
記
録
の
要
素
を

備
え
た
競
技
場
と
し
ま
す
。
夏
季

の
暑
さ
対
策
と
し
て
は
、
シ
ェ
ル

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
屋
根
付
き
選
手

控
え
場
所
を
、
グ
ラ
ン
ド
内
に
４

か
所
整
備
し
ま
す
。

問　
ミ
ス
ト
噴
霧
装
置
の
設
置
は
。

都
市
整
備
課
長　
グ
ラ
ン
ド
の
温

度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
検
討
し

ま
し
た
が
、
事
業
費
が
１
億
円
程

掛
か
る
た
め
、
実
施
設
計
に
は
盛

り
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

問　
何
か
代
わ
り
と
な
る
対
策
は
。

都
市
整
備
課
長　
移
動
式
の
ミ
ス

ト
装
置
な
ら
、
１
台
１
０
０
万
円

程
で
10
台
も
あ
れ
ば
、
競
技
場
全

体
を
カ
バ
ー
出
来
ま
す
。
ま
た
、

他
施
設
で
は
冷
却
用
プ
ー
ル
（
ア

イ
シ
ン
グ
プ
ー
ル
）
の
設
置
も
有

り
、
そ
の
他
も
含
め
て
、
関
係
者

の
意
見
、
先
進
地
の
事
例
を
参
考

に
し
て
、
利
用
者
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
は

町
長　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
令
和
元
年
度
と
比
較
し

観
光
客
数
が
１
６
０
万
人
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

問　
経
済
活
性
化
施
策
は
。

産
業
課
長　
昨
年
度
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
飲
食
券
事
業
で
は
、
販
売
金

額
６
５
６
５
万
円
で
、
利
用
率
は

99
・
６
％
で
し
た
。

問　
多
く
の
住
民
の
方
に
利
用
い

た
だ
き
評
価
の
高
い
事
業
を
再
度

実
施
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
課
長　
予
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
商
工
会
が
主
体
と
な
り
積
極

的
に
実
施
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

検
討
す
る
余
地
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。

問　
特
産
品
開
発
の
現
状
と
、
新

規
の
特
産
品
開
発
の
計
画
は
。

町
長　
み
か
ん
、
海
苔
な
ど
代
表

的
な
特
産
品
の
他
、
近
年
で
は
恋

美
豚
や
、
ウ
ン
ネ
を
利
用
し
た
食

品
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
と
連
携
を

図
り
、
日
本
福
祉
大
学
の
学
生
と

共
同
作
業
し
た
、「
か
っ
ぱ
さ
い

だ
ー
」「
は
ま
ぷ
く
サ
イ
ダ
ー
」

を
商
品
化
し
ま
し
た
。

産
業
課
長　
ま
た
、
半
田
商
業
高

校
の
学
生
と
連
携
し
た
、「
海う

ん音

貝ね

カ
レ
ー
」
を
商
品
化
し
、
新
た

に
炭
焼
き
研
究
会
と
国
産
メ
ン
マ

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

陸上競技場のイメージ図

美浜の新規特産品
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問　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
生
理

用
品
を
購
入
、
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
「
生
理
の
貧
困
」
問
題
。

こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
町
当
局
の

現
状
の
把
握
・
認
識
を
お
聞
き
し

ま
す
。

町
長　
「
生
理
の
貧
困
」
の
社
会

問
題
は
認
識
し
て
お
り
、
全
国
の

３
割
、
県
内
で
は
６
割
強
の
自
治

体
が
、
防
災
備
蓄
の
買
い
替
え
や

予
算
措
置
、
企
業
や
住
民
か
ら
の

寄
付
に
よ
り
、
対
応
し
て
い
る
こ

と
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

問　
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
を
置
く
こ
と
を
考
え
ま

せ
ん
か
。

町
長　
町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
保
健
室
に
予
備
用
と
し
て
配
備

し
、
児
童
生
徒
が
抱
え
る
不
安
や

悩
み
を
養
護
教
諭
に
相
談
で
き
る

機
会
と
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問　
役
場
本
庁
舎
、
体
育
館
な
ど

に
も
用
意
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長　
７
月
20
日
時
点
で
ト
イ
レ

で
の
生
理
用
品
を
無
料
で
配
布
す

る
な
ど
の
対
策
を
し
て
い
る
自
治

体
は
全
国
で
５
８
１
団
体
、
全
体

の
32
％
、
５
月
時
点
に
比
べ
て

18
％
高
く
な
り
ま
し
た
。
役
場
本

庁
舎
や
総
合
公
園
体
育
館
で
の
生

理
用
品
の
配
備
に
向
け
、
予
算
要

望
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　
地
元
の
日
本
福
祉
大
学
の
学

生
の
中
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
見
つ

か
ら
ず
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
大
学
・
付
属
高
校
の
関

係
先
に
も
同
様
の
準
備
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

町
長　
経
済
的
支
援
と
し
て
、
大

学
や
高
校
へ
の
生
理
用
品
の
配
備

は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は

日
本
福
祉
大
学
及
び
付
属
高
校
と

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
手
洗

い
蛇
口
を
非
接
触
型
に

問 

小
中
学
校
並
び
に
体
育
館
な

ど
何
か
所
か
手
洗
い
蛇
口
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
非
接
触
型
の
割
合
は
い

か
が
で
す
か
。

町
長　

小
中
学
校
の
校
舎
、
体

育
館
の
ト
イ
レ
手
洗
い
蛇
口
は

２
１
５
か
所
、
す
べ
て
非
接
触
型

蛇
口
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
、
26

年
度
の
ト
イ
レ
の
和
式
か
ら
洋
式

化
へ
の
改
修
工
事
の
際
に
改
修
し

た
も
の
で
す
。

問　
本
庁
舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

残
り
分
、
総
合
公
園
体
育
館
含
め

て
改
修
を
求
め
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

町
長　
庁
舎
・
体
育
館
の
蛇
口
は

毎
日
２
回
以
上
清
掃
、
２
時
間
に

１
回
消
毒
し
て
い
る
こ
と
、
停
電

時
の
対
応
な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
、

現
時
点
で
は
実
施
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
に
つ
い
て

問　

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
、

感
染
症
に
対
す
る
対
策
は
ど
の
よ

う
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長　
愛
知
県
が
発
行
し
た
「
避

難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
き
、
避
難
所
へ
の
到

着
時
の
検
温
、
入
室
時
の
手
洗
い

ま
た
は
、
手
指
消
毒
を
行
い
ま
す
。

定
期
的
な
清
掃
、
扇
風
機
等
に
よ

り
十
分
な
換
気
に
努
め
、
２
メ
ー

ト
ル
の
間
隔
確
保
が
で
き
る
よ
う

に
し
、
発
熱
、
咳
等
の
症
状
が
出

た
方
は
、
一
般
の
避
難
者
と
は
空

間
、
通
路
を
分
け
て
避
難
を
行
い

ま
す
。

山本　辰見
学生への支援を大学と協議したい

生理の貧困の解消について

生理用品

センサー自動水栓
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問　
悪
臭
・
水
質
汚
濁
な
ど
、
生

活
環
境
に
影
響
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
は
。

町
長　
職
員
が
現
地
に
出
向
き
、

状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、
原
因

者
を
特
定
し
ま
す
。
異
常
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
臭
気
や
水
質
の
測

定
検
査
を
行
い
国
・
県
が
示
す
環

境
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、

改
善
す
る
よ
う
指
導
を
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
事
業
者
が
定
め
た

改
善
計
画
の
実
施
を
要
請
し
、
期

限
を
定
め
て
再
度
調
査
を
行
い
改

善
確
認
し
ま
す
。

南
部
地
区
養
鶏
場
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

問　
臭
気
に
対
す
る
協
議
会
な
ど

は
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　
特
に
臭
気
に
限
ら
ず
、
地

域
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
30
年
度
に
知
多

南
部
地
区
養
鶏
場
対
策
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
協
議
会

は
、
畜
産
事
業
者
を
含
む
地
元
団

体
の
代
表
者
で
組
織
し
、
継
続
し

た
意
見
交
換
を
毎
年
行
な
っ
て
い

ま
す
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
な
指
導
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

産
業
課
長　
堆
肥
処
理
施
設
の
改

善
や
鶏
ふ
ん
の
発
行
処
理
の
時
間

帯
な
ど
、
特
に
意
識
し
て
い
た
だ

き
、
愛
知
県
の
西
部
家
畜
保
健
衛

生
所
と
も
連
携
を
図
り
、
先
進
地

事
例
の
調
査
・
研
究
な
ど
を
含
め

悪
臭
対
策
な
ど
を
粘
り
強
く
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

美
浜
町
の
子
供
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て

問　
美
浜
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

現
状
は
。

教
育
部
長　
団
体
数
、
加
入
者
数

は
、
令
和
３
年
４
月
末
時
点
で
、

11
団
体
、
団
員
２
６
１
名
、
指
導

員
92
名
の
合
計
３
５
３
名
、
本
町

の
児
童
数
の
約
28
％
で
す
。

　
少
子
化
に
伴
う
団
員
数
の
減
少

や
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
、

習
い
事
や
趣
味
の
多
様
化
、
指
導

者
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
町
内

で
の
大
会
・
試
合
な
ど
が
開
催
で

き
な
い
団
体
や
加
入
者
数
の
減
少

な
ど
に
よ
り
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま

れ
る
団
体
も
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
今
後
の

あ
り
方
は
。

教
育
部
長　
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
は
、
健
康
や
体

力
の
基
礎
を
作
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
心
の
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
青
少

年
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
心
身

と
も
に
健
や
か
な
子
供
た
ち
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
３
月
に
美

浜
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定

し
、
目
標
の
一
つ
に
子
供
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
あ
げ
、

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
今
後
の
あ

り
方
や
新
た
な
活
動
の
場
の
確
保

に
、
行
政
・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
、

各
団
体
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

問　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長　
先
ず
は
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
加
入
し
て
い
る
団
体

ご
と
に
、
調
査
・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し
現

状
や
課
題
を
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

大岩　靖
平成30年度協議会を設立、粘り強く指導

南部地区養鶏場の
悪臭問題についての対応は

議
員
が
視
察
し
た
最
新
の
養
鶏
場

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
も
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問　

６
月
定
例
会
で
可
決
し
た

「
財
産
取
得
」
に
よ
り
取
得
し
た

土
地
の
安
全
性
（
有
害
物
質
の
流

出
等
）
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ

ま
し
た
か
。

町
長　
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た

試
掘
調
査
で
、
フ
ッ
素
の
数
値
が

指
定
基
準
よ
り
若
干
超
え
て
お
り
、

地
歴
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
平
成

18
年
頃
の
農
地
造
成
に
お
い
て
、

改
良
土
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　
造
成
す
る
に
は
、
事
業
費
等
を

考
慮
し
現
状
の
ま
ま
公
園
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
吉
田

下
池
の
水
質
調
査
で
は
、
基
準
値

を
超
え
る
物
質
は
検
出
し
て
お
ら

ず
、
現
状
で
の
影
響
は
発
生
し
て

い
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

問　
喫
緊
に
必
要
な
土
地
な
の
で

す
か
。

町
長　
第
５
次
美
浜
町
総
合
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
美
浜
町
交
流

拠
点
構
想
の
中
心
的
事
業
で
す
。

問　
取
得
し
た
土
地
に
よ
り
隣
地

（
田
畑
、
吉
田
下
池
等
）
に
何
か

し
ら
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
時
の

町
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
事
業
が
原
因
で
外
部
に
、

何
か
し
ら
の
影
響
、
被
害
が
生
じ

た
場
合
は
、
各
法
令
の
基
準
に
よ

り
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
い
つ
に
な
れ
ば
、
正
確
な
整

備
計
画
、
ま
た
こ
の
事
業
の
必
要

性
を
住
民
に
伝
え
ら
れ
ま
す
か
。

町
長　
美
浜
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
交

流
拠
点
の
充
実
を
図
り
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
活
性
化
を
目
指

す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
基
本
設
計
を
修
正
し
、
中
央
部

に
は
現
地
形
の
高
低
差
を
生
か
し

た
展
望
広
場
と
芝
生
広
場
等
を
設

け
、
そ
の
両
側
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
少
年
サ
ッ
カ
ー
が
可
能
な
グ

ラ
ン
ド
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

「
町
民
の
森
」
及
び
「
遊

歩
道
」
の
活
用
に
つ
い
て

問　
「
町
民
の
森
」
の
活
用
計
画

は
。

町
長　
平
成
12
年
か
ら
15
年
に
か

け
て
、
林
野
庁
及
び
愛
知
県
の
補

助
を
受
け
、
森
林
に
親
し
む
場
、

里
山
保
全
活
動
の
拠
点
と
し
て
整

備
を
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
散

策
さ
れ
る
方
や
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
な
ど
に
よ
る
体
験
広
場
で
の

キ
ャ
ン
プ
等
で
主
に
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合

公
園
の
拡
張
及
び
隣
接
す
る
民
間

の
農
業
体
験
施
設
と
の
連
携
を
図

り
、
町
内
外
か
ら
の
利
用
者
が
増

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
「
遊
歩
道
」
の
活
用
計
画
は
。

町
長　
平
成
27
年
度
か
ら
供
用
を

開
始
し
て
お
り
、
寄
付
を
い
た
だ

い
た
桜
の
植
樹
等
に
よ
り
、
少
し

ず
つ
景
色
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、

季
節
ご
と
に
楽
し
め
る
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、「
町
民
の
森
」
同
様

に
民
間
の
農
業
体
験
施
設
と
の
連

携
も
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
美
浜

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
交
流
拠
点
の
充

実
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

森川　元晴
現状での影響は発生していないものと判断

総合公園拡張事業のため
取得した土地の安全性について

取
得
し
た
土
地

今
後
の
活
用
に
期
待
す
る
「
遊
歩
道
」
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問　
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
、
縦
割

り
行
政
の
弊
害
が
あ
る
の
で
は
と

考
え
ま
す
。
赤
十
字
奉
仕
団
を
例

に
あ
げ
て
質
問
し
ま
す
。
赤
十
字

奉
仕
団
は
防
災
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

福
祉
課
長　
今
年
度
は
、
河
和
地

区
で
６
月
30
日
に
炊
き
出
し
訓
練
、

７
月
６
日
に
は
美
浜
・
南
知
多
防

災
会
と
共
同
で
河
和
小
学
校
4
年

生
に
防
災
講
座
を
実
施
、
９
月
８

日
は
一
日
講
習
会
を
予
定
（
資
料

配
布
の
み
に
変
更
）、
ま
た
新
入

団
員
が
基
礎
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

問　
災
害
時
、
日
本
赤
十
字
社
の

調
整
で
活
動
す
る
の
で
、
町
の
防

災
計
画
や
防
災
活
動
に
お
い
て
、

役
割
が
な
い
と
考
え
れ
ば
よ
い
で

す
か
。

防
災
課
長　
赤
十
字
奉
仕
団
は
、

赤
十
字
理
念
の
も
と
、
人
道
的
な

活
動
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
組
織

な
の
で
、
町
の
防
災
計
画
等
に
位

置
づ
け
、
指
揮
下
に
置
く
こ
と
は

団
体
設
置
の
本
意
に
反
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

問　
赤
十
字
奉
仕
団
の
方
々
を
町

の
防
災
に
活
か
さ
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
主

防
災
会
に
は
、
参
画
す
る
メ
ン

バ
ー
と
し
て
赤
十
字
奉
仕
団
は

入
っ
て
い
ま
す
か
。

防
災
課
長　
全
団
体
の
規
約
を
再

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
19
団
体
の
内

2
団
体
は
赤
十
字
奉
仕
団
を
組
織

図
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

問　
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
縦
割
り
行

政
を
改
め
、
住
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

総
務
部
長　
縦
割
り
行
政
に
よ
り
、

住
民
の
各
種
活
動
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
、
各
担
当
部
署
と
の

連
携
を
図
り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

の
現
在
の
状
況
は

問　
可
燃
ご
み
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
の
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
量
は
。

環
境
課
長　
今
年
度
の
４
月
か
ら

７
月
ま
で
の
月
平
均
は
、
可
燃
ご

み
は
３
０
５
ｔ
（
令
和
２
年
度
と

の
比
較
１
３
３
ｔ
減
）、
ミ
ッ
ク

ス
ペ
ー
パ
ー
は
20
ｔ
（
９
ｔ
増
）、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
16

ｔ
の
収
集
量
と
な
っ
て
い
て
、
収

集
目
標
14
ｔ
を
上
回
る
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
生
ご
み
た
い
肥
化
容
器
（
コ

ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
補
助
の
利
用

件
数
は
。

環
境
課
長　

5
年
間
の
実
績
は
、

平
成
28
年
度
7
件
、
29
年
度
５
件
、

30
年
度
９
件
、
令
和
元
年
度
が
11

件
、
２
年
度
が
15
件
で
、
平
成
30

年
か
ら
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の
減
量
化
は

問　
事
業
系
ご
み
量
の
推
移
と
減

量
化
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
今
年
度
４
月
か
ら
７
月
の

実
績
は
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
状
況
な
の
で
、
事
業
者
に
も

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化

を
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

大嵜　暁美
連携を図り、より良いまちづくりをめざす

縦割り行政を改め
住民の力が発揮できるまちづくりを

河
和
区
炊
き
出
し
訓
練
の
様
子

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
土
曜
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
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自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）
の
推
進
に
つ
い
て

問　
住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
重

点
取
組
み
は
。

町
長　
Ｄ
Ｘ
の
意
義
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
人
的

サ
ー
ビ
ス
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
住

民
の
方
々
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
て
令
和
４
年
度
に
、
子

育
て
・
介
護
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
５
年
に
自
治
体
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
、
６
年
度
に
Ａ
Ｉ
な
ど
、

新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
用
促

進
を
、
７
年
度
ま
で
に
地
域
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

問　
業
務
最
適
化
を
図
る
と
は
。

秘
書
課
長　
総
務
省
の
報
告
で
は
、

約
20
年
後
急
激
な
少
子
化
と
人
口

減
少
に
よ
り
、
現
状
の
半
数
の
職

員
で
行
政
事
務
等
を
処
理
す
る
必

要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
人
的
資
源
を
効
率
的
に

活
用
す
る
た
め
に
、
全
て
の
行
政

の
手
続
き
を
検
証
し
、
人
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
と
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
人
で
な

く
て
も
で
き
る
こ
と
を
整
理
す
る

こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

問　
小
中
一
貫
校
を
進
め
る
た
め

の
組
織
は
。

教
育
部
長　
本
年
度
よ
り
、
保
護

者
代
表
、
区
長
代
表
、
学
校
代
表

ら
で
構
成
す
る
住
民
参
加
型
の

「
美
浜
町
学
校
再
編
検
討
員
会
」

に
お
い
て
、
情
報
共
有
と
意
見
交

換
な
ど
を
含
め
て
議
論
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

問　
教
育
課
程
の
構
想
の
中
で
の

考
え
は
。

教
育
部
長　
義
務
教
育
と
し
て
普

通
教
育
を
基
礎
的
な
も
の
か
ら
一

貫
し
て
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

９
年
間
を
通
じ
て
教
育
課
程
を
編

成
し
、
系
統
的
な
教
育
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

問　
「
学
校
運
営
協
議
会
」（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
等
の
導

入
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
学
校
再
編
後
に
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
及
び

学
校
区
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
学
区
会
な
ど
の
既
存
の
組
織

を
活
か
し
つ
つ
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
例
え
ば
、
学
校
運
営
協
議
会

の
よ
う
な
協
議
体
を
設
け
る
な
ど
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
住
民
の
要
望
を
汲
み
と
る
取

り
組
み
は
。

学
校
教
育
課
長　
正
確
な
情
報
発

信
と
説
明
会
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

集
約
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
括
と
し
て

問　
教
育
長
の
考
え
は
。

教
育
長　
来
年
４
月
に
河
和
南
部

小
学
校
と
河
和
小
学
校
が
ひ
と
つ

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
内
各

小
学
校
の
将
来
の
姿
で
す
。

　

学
校
再
編
は
、「
百
年
に
１
度

の
大
事
業
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
も
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
間
に

合
わ
な
い
。
教
育
委
員
会
は
保
護

者
や
子
ど
も
た
ち
を
第
一
に
考
え

仕
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、
再
編
計
画
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町政に対する一般質問町政に対する一般質問美浜町議会美浜町議会 令和３年９月10日令和３年９月10日

横田　全博
百年に一度の大事業です

学校再編における小中一貫校導入は

児
童
数
の
推
移
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所
有
者
に
空
き
家
の
維
持
・

管
理
を
す
る
支
援
は

問　
遠
方
に
居
住
し
て
い
る
方
は
、

手
間
や
管
理
費
用
の
負
担
が
大
き

く
管
理
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
代
行
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
か
。

都
市
整
備
課
長　
美
浜
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
美
浜
ま
ち
ラ
ボ

が
維
持
管
理
の
相
談
や
家
の
見
回

り
、
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
代
行
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
業
務
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
推
進

の
取
り
組
み
は

問　
町
内
全
域
で
利
活
用
で
き
る

空
き
家
も
多
く
あ
り
、
活
用
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
、
補
助
金
は
。
ま

た
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
が
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
が
、
現
状
改
善

の
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
課
長　
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
空
き
家
に
は
購
入
や
改
修
工

事
等
の
補
助
制
度
が
あ
り
、
周
知

の
た
め
に
定
期
的
に
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
管
理
等
を
専
門
家
に
相
談
で

き
る
機
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
独
自
の
補
助
を
検
討
し
、

バ
ン
ク
登
録
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　
管
理
不
十
分
の
空
き
家
の
災

害
時
リ
ス
ク
を
減
ら
す
取
り
組
み

は
。

都
市
整
備
課
長　
管
理
不
十
分
の

空
き
家
を
確
認
し
た
場
合
は
、
所

有
者
に
連
絡
し
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
緊
急
の
場
合
、

条
例
に
よ
っ
て
よ
り
強
い
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
解

体
す
る
場
合
は
、
特
定
空
き
家
に

対
し
て
は
、
１
４
０
㎡
以
上
50
万

円
、
以
下
20
万
円
の
補
助
を
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問　

特
定
空
き
家
に
至
る
前
に
、

も
っ
と
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
に

『
空
き
家
台
帳
見
守
り
シ
ス
テ

ム
』
の
よ
う
な
も
の
で
管
理
し
て

い
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

産
業
建
設
部
長　
今
後
必
ず
必
要

な
課
題
で
す
の
で
是
非
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
街
地
再
編
事
業
の
モ
デ

ル
状
況
は

問　
町
内
の
既
成
市
街
地
は
道
路

が
狭
く
、
空
き
家
等
を
除
去
し
た

跡
地
利
用
は
、
防
災
広
場
や
公
園
、

分
譲
地
建
設
な
ど
様
々
な
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
要
は
道
路
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
行
し
た
２

か
所
の
モ
デ
ル
事
業
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

都
市
整
備
課
長　
平
成
29
年
、
既

成
市
街
地
道
路
拡
幅
事
業
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
布
土
、
一
色
地
区

の
路
線
を
選
定
し
ま
し
た
が
、
用

地
買
収
、
家
屋
や
構
造
物
の
除
去

が
伴
う
な
ど
、
多
額
の
費
用
が
か

か
り
着
手
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
将
来
的
に
は
必
要
な
事
業
と
認

識
し
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
財
政
の
大
き
な
壁
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
る
が
、
20
年
30
年

先
を
見
据
え
て
各
市
街
地
に
適
切

な
道
路
を
計
画
し
て
い
く
と
き
は

現
在
し
か
な
い
。
こ
の
ま
ま
市
街

地
の
ド
ー
ナ
ツ
現
象
を
座
視
で
き

な
い
と
思
う
が
。

町
長　
た
と
え
現
在
す
ぐ
で
き
な

く
と
も
既
成
市
街
地
の
再
生
の
た

め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
の
担
当
部
署
は
、

運
動
公
園
の
大
き
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
都
市
整
備
課
で
は
な
く
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
み
す
え
て

一
貫
性
を
持
っ
た
機
構
改
革
を
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

副
町
長　
空
き
家
は
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
。

機
構
改
革
を
検
討
し
て
い
く
。

空き家見守りシステムを検討していく

美浜町の空き家対策について

杉浦　剛

令和３年９月10日令和３年９月10日

空き家バンクの流れ
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ワ
ク
チ
ン
の
接
種
見
込
み

は
い
か
が
か

問　
現
時
点
で
の
町
内
対
象
者
の

１
回
目
接
種
率
と
、
希
望
者
の
２

回
目
接
種
終
了
見
込
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

町
長　
９
月
末
ま
で
に
１
回
目
の

接
種
見
込
み
の
方
は
高
齢
者
が

約
６
３
０
０
人
、
12
歳
か
ら
64

歳
の
方
が
約
６
５
０
０
人
、
医

療
従
事
者
約
１
０
０
０
人
、
会

社
で
の
職
域
接
種
や
県
が
行
う

大
規
模
集
団
接
種
で
接
種
さ
れ

た
方
が
約
１
２
０
０
人
、
計
約

１
万
５
０
０
０
人
の
方
が
１
回
目

接
種
予
定
と
な
り
、
接
種
率
は

74
・
７
％
（
12
歳
以
上
で
）
と
な

り
ま
す
。
希
望
者
の
２
回
目
終
了

見
込
み
は
、
国
が
示
す
11
月
末
ま

で
に
終
了
予
定
で
す
。

小
中
学
校
、
保
育
所
に
お

け
る
感
染
拡
大
防
止
策
は

問　
小
中
学
生
、
保
育
所
園
児
ま

で
感
染
が
拡
大
し
て
い
て
、
感
染

者
の
低
年
齢
化
を
大
変
危
惧
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
染

防
止
を
保
育
所
も
含
め
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株

な
ど
の
変
異
株
を
厳
重
に
警
戒
し
、

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
健
康
観

察
の
徹
底
、
手
洗
い
・
換
気
・
マ

ス
ク
着
用
、
給
食
中
の
会
話
禁
止

等
の
感
染
防
止
対
策
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
徹
底
し
て
、
教
育
活
動
の

継
続
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

登
校
や
活
動
へ
の
参
加
を
控
え
て

い
た
だ
き
、
部
活
動
は
、
活
動
時

間
の
短
縮
、
校
内
の
み
の
活
動
と

し
、
公
式
戦
等
へ
の
参
加
は
慎
重

に
検
討
し
、
修
学
旅
行
等
の
宿
泊

を
伴
う
行
事
は
、
中
止
ま
た
は
延

期
の
予
定
で
す
。

　
家
庭
で
も
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
の
徹
底
、
不
要
不
急
の
外
出
を

避
け
可
能
な
限
り
速
や
か
な
帰
宅
、

児
童
・
生
徒
の
み
の
会
食
の
自
粛

等
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
で
も
、
発
熱
等
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
登
所
を
控
え
て

い
た
だ
き
、
飛
沫
感
染
対
策
と
し

て
、
現
在
園
児
数
が
少
な
い
組
で

は
、
昼
食
時
に
４
人
か
け
の
机
を

２
人
で
使
用
し
、
は
す
向
か
い
あ

る
い
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
座
り
、

園
児
数
の
多
い
組
で
は
、
机
を
４

人
で
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
購
入
し
食
事
中
の

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
等
に
対
す

る
日
常
支
援
は

問　

感
染
者
が
増
加
し
て
い
る

中
、
軽
度
の
患
者
は
自
宅
療
養
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染

者
、
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
家
族

は
、
日
常
の
買
い
物
に
も
苦
慮
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
町
と
し
て
ど
う
把
握
し
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
買
い
出
し
等

の
日
常
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　
半
田
保
健
所
よ
り
感
染
者

情
報
の
提
供
は
あ
り
ま
す
が
、
感

染
者
個
人
を
特
定
す
る
情
報
は
な

く
、
個
人
情
報
は
把
握
で
き
な
い

た
め
、
本
人
か
ら
の
申
し
出
に
よ

り
買
い
出
し
等
の
日
常
支
援
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
支
援
は
、
生
活
に
必
要
な

食
料
や
日
用
品
の
調
達
、
薬
の
受

け
取
り
代
行
及
び
健
康
相
談
等
を
、

職
員
に
よ
る
美
浜
町
緊
急
時
生
活

支
援
チ
ー
ム
が
行
っ
て
い
ま
す
。

鈴木　美代子
1万5000人が９月末までに接種見込み

町内のコロナワクチン接種について

令和３年９月10日令和３年９月10日
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令和２年度美浜町農業集落家庭排水処理施設特別会計歳入歳出
決算認定について 総産 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度美浜町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に
ついて 総産 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出

議
案
２
件

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅
持及び拡充を求める意見書について － 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充実を求め
る意見書について － 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

付託委員会 … 総産→総務産業常任委員会、文厚→文教厚生常任委員会、各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対 　「欠」は欠席 　「退」は退席により採決不参加 
※横田　貴次 議長は採決に加わりません。

審議結果一覧表

　
澄
み
切
っ
た
秋
空
が
清
々
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
各
地
区
の
行
事
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
や
規
模
縮
小
ま
た
は
延
期

と
な
り
、
非
常
に
寂
し
く
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
私
た
ち
の
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
多
く
の
皆

様
に
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
表
紙
を
始
め
ペ
ー
ジ
構
成
等
の
改
善
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
よ
り
良
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指

し
て
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
８
月
１
日
号
よ
り
「
ま
ち
の
元
気
人
」
と

題
し
、
町
内
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
を
取
り
上
げ
、
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
ご
近
所
で
ま
ち
を

盛
り
上
げ
て
い
る
人
も
し
く
は
団
体
を
ご
存
知
で
し
た

ら
、
ご
一
報
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
廣
澤　
毅
）

公式ホームページ

令和３年　第３回定例会（９月）

★�みはま議会だよりは、スマートフォンアプ
　リ「マチイロ」でも見ることができます。
「みはま議会だより」 は、美浜町議会議会
　広報特別委員会が編集・掲載しています。

E-mail：
gikaiji@town.aichi-mihama.lg.jp
※住所、氏名、連絡先をご記入ください。

議会事務局議会事務局

皆様の声を皆様の声を
お聞かせください。お聞かせください。
議会だよりへの
ご意見・ご感想をお聞かせください。




